
子育て中の

お母さん、お父さんへ

子どもたちが遊び

親たちもたのしめる

そんな交流の場があります。

親子で手をつないで

遊びに来てください。

御代田町子育て支援事業 児童館事業の紹介

子
育
て

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
メ
モ

1 月 の 予 定

今
回
は

大
林
児
童
館

尾
沼
先
生
で
す

　

お
米
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
と
願
っ

て
木
の
枝
に
お
餅
を
ち
ぎ
っ
て
付
け
、
花
が

咲
い
た
よ
う
に
飾
る
の
を「
も
ち
ば
な
」と
言

い
ま
す
。
ま
た
、
東
信
地
区
で
は
、
か
い
こ

が
盛
ん
だ
っ
た
の
で「
ま
ゆ
玉
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

お
米
の
粉
で
お
団
子
を
作
り
、
ま
ゆ
の
形

や
野
菜
な
ど
の
形
に
し
て
、
豊
作
を
祈
り
ま

す
。
こ
れ
を
各
地
区
で
行
わ
れ
る
、
ど
ん
ど

焼
き
に
持
っ
て
行
き
、
焼
い
て
食
べ
る
と
一

年
間
、
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

問
い
合
わ
せ
先

•
町
民
課
こ
ど
も
係 

（
32
）3
1
1
1（
内
線
47
・
74
）

•
平
和
台
児
童
館 

（
32
）5
8
0
0 
 
 
 
 

•
東
原
児
童
館 

（
32
）5
7
6
9 
 
 
 
 

•
大
林
児
童
館 

（
32
）0
1
5
4 
 
 
 
 

 

東
原
児
童
館

１
月
９
日（
金
）

《
凧
作
り
》

１
月
16
日（
金
）

《
お
は
な
し
会
》

１
月
23
日（
金
）

《
豆
ま
き
の
ま
す
作
り
》

豆
ま
き
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

１
月
30
日（
金
）

《
オ
ニ
の
お
面
作
り
》

 

大
林
児
童
館

１
月
14
日（
水
）

《
凧
作
り
》

１
月
21
日（
水
）

《
か
ん
た
ん
羽
根
つ
き
遊
び
》

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
羽
根
つ
き

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
!!

１
月
28
日（
水
）

《
節
分
を
し
よ
う
》

悪
い
鬼
を
退
治
し
ま
し
ょ
う
!!

 

平
和
台
児
童
館

１
月
８
日（
木
）

《
干
支
飾
り
を
作
ろ
う
》

１
月
13
日（
火
）

《
凧
作
り
》

１
月
15
日（
木
）

《
カ
ル
タ
遊
び
》

１
月
20
日（
火
）

《
食
育
》

※
参
加
費
１
０
０
円

１
月
22
日（
木
）

《
幼
児
体
操
》

動
き
や
す
い
格
好
で
来
て
く
だ
さ

い
ね
。

※
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

１
月
27
日（
火
）

《
身
体
測
定
・
育
児
相
談
》

１
月
29
日（
木
）

《
お
誕
生
会
》

１
月
10
日（
土
）

　

ま
ゆ
玉
作
り【
平
和
台
児
童
館
】

【
東
原
児
童
館
】

【
大
林
児
童
館
】

ま
ゆ
玉
作
り
で
無
病
息
災
を
願
い

ま
し
ょ
う
！

※
活
動
に
よ
っ
て
は
、
持
ち
物
等

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
各
児
童
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ゆ
玉
作
り
に

参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
！！

「
幼
児
の
会
」の
予
定

開
催
時
間
は

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
ま
で

みよた広報 やまゆり1月号 （18）　
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●10か月健診時に撮影した写真
を２か月に分けて紹介してい
ます。

血液はまだ人工で造ることができません！

献血にご協力ください
平成18年の年間献血者が前年の532万人から498万人
となり、500万人を下回りました。これには、安全対
策の強化のために、海外渡航履歴のある人から献血を
制限していることなど各種の要因があります。そのよ
うな中でも、ここ数年、特に若者の献血離れが目立っ
ています。
長野県でも平成19年度、献血にご協力いただいた方
は延べ7万8000人と、近年最も少ない献血者数にとど
まりました。やはり10～20代の方の献血が対前年比
89％と減少しており、深刻な状況にあります。今後
少子高齢化が進み10数年のうちに人口ピラミッドは
大きく変化し、献血可能人口が減少していくことが予
測されます。
輸血対象者の約80％を50歳以上の方がしめる現状に
おいて、少子高齢化がこのまますすんでいくと近い将
来、輸血のための血液がたりなくなってしまう恐れが
あります。このような社会動向の中、今こそ若年層を
始めとした各年代層が、それぞれ献血についての問題
意識を持ち、力を合わせて将来必要な献血量を支えて
いくことが、ますます大切になっていきます。
血液はまだ人工で造ることができず、一人一人の善意
によって支えられています。
献血は直接人の命を救うとても大切なボランティア活
動です。健康な方は献血にぜひご協力いただきますよ
うお願いいたします。

献血ルーム体験運動開催
1月9日～11日に、ジャスコ佐久平店イベントホー
ルで「献血ルーム体験運動」を開催します。ご協力
よろしくおねがいします。

時　間
　○9日（金） 午後1時～4時
　○10日（土）、11日（日）
  午前10時～11時30分
  午後1時～4時

問い合わせ先
　長野県赤十字血液センター
　　026－228－1414

（19） みよた広報 やまゆり1月号


